
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。

2022
令和４年

№597
5-20

長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

月例調査レポート

戸隠連峰の最高峰（2,353ｍ）を誇る高妻山。「日本百名山」にも選ばれる名峰
ですが、長野市街地では数カ所からしか見えない秘峰感あふれる山です。
３年ぶりに開催された長野マラソンの34㎞地点。コース終盤になって現れ
た、「戸隠富士」とも呼ばれるピラミッド形の霊峰に元気づけられたランナ
ーは、ゴールの長野オリンピックスタジアムを目指します。

■ 長野しんきん 月例調査レポート
■ 企業アンケート コロナ禍における企業経営 ②
■ インタビュー 変革期の経営ビジョン
■ 北信濃 明治時代の風景 （２）仲見世周辺
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企業アンケート コロナ禍における「企業経営」 ②　 2022年3月調査
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　今後の事業展開　トップ３は「本業での取引深
耕」60％、「本業での新商品・サービスの展開」37％、
「新規事業への参入（多角化）」11％で、以下「Ｍ＆Ａ
の活用」５％、「副業（既存の別事業）の拡大」４％、
「本業の縮小」３％、「業種転換」0.4％となりました。
　「モノ不足」よる企業活動の影響　「影響がある」
と答えた企業は70％に達し、「影響はない」は20％、
「分からない」は８％でした。影響の程度は、「多大
な影響がある」が24％、「やや影響がある」が46％
です。

　「今後の事業展開についての構想」を聞きました。
　最も高くなったのは「本業での取引深耕」（60％）

で、次いで「本業での新商品・サービスの展開」（37
％）、｢新規事業への参入（多角化）」（11％）となりま
した。以下「Ｍ＆Ａの活用」（５％）、｢副業（既存の
別事業）の拡大」（４％）、｢本業の縮小」（３％）、「業
種転換」（0.4％）と続き、「特になし」は９％でした。
　従業員規模で見ると、30人未満は「特になし」（12
％）が８㌽、30人以上より高くなっています。30人
以上は「本業での新商品・サービスの展開」（55％）
が25㌽、｢新規事業への参入（多角化）」（17％）が８
㌽、「Ｍ＆Ａの活用」（10％）が８㌽、「本業での取引
深耕」５㌽、30人未満より高くなっています。

◇４業種の状況　　 
　製造業　「新規事業への参入（多角化）」（14％）と

｢本業の縮小」（３％）は他業種に比べ最も高く、「業
種転換」「その他」は、建設業・卸小売業ともに低
くなっています。
　建設業　「本業での取引深耕」（68％）と「特にな
し」（17％）は他業種に比べ最も高く、他方「本業
での新商品・サービスの展開」、「新規事業への参
入（多角化）」、「副業（既存の別事業）の拡大」、｢本
業の縮小」は他業種に比べ最も低くなっています。
　卸小売業　「本業の縮小」（７％）、｢副業（既存の

別事業）の拡大」（５％）は他業種に比べ最も高く、
他方「Ｍ＆Ａの活用」は他業種に比べ最も低くなっ
ています。
　サービス業　「本業での新商品・サービスの展
開」（51％）、「Ｍ＆Ａの活用」（９％）、「業種転換」
（２％）は他業種に比べ最も高く、他方 ｢本業での
取引深耕」と｢特になし」は他業種に比べ最も低く
なっています。

●「モノ不足」による企業活動の影響（％）

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業

●今後、「重点的に取り組みたい経営課題」は何か（％）
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 今後の事業展開 

｢本業での取引深耕｣ 60％ ｢本業での新商品・サービスの展開｣ 37％ ｢新規事業へ参入｣ 11％
｢Ｍ＆Ａの活用｣５％ ｢副業（別事業）の拡大｣４％ ｢本業の縮小｣３％ ｢業種転換｣ 0.4％
 「モノ不足」による企業活動の影響

｢多大な影響がある｣ 24％ ｢やや影響がある｣ 46％  ｢影響はない｣ 20％ ｢分からない｣８％

◇全業種の状況
　「影響がある」と答えた企業は実に70％にのぼり、
「影響はない」と答えた企業は20％に過ぎず、「分
からない」は８％でした。
　従業員規模で見ると、30人未満の「影響がある」
は67％、「影響はない」は24％、「分からない」は７
％です。30人以上は同様に77％、10％、12％です。
◇４業種の状況
　製造業 「影響がある」は79％（多大な影響19％・

やや影響60％）と４業種で最も高く、「影響はない」
は17％、「分からない」は４％でした。
　建設業　「影響がある」は75％（多大39％・やや
37％）で、「影響はない」は17％、「分からない」は
８％でした。
　卸小売業　「影響がある」は66％（多大27％・や
や39％）で、「影響はない」は25％、「分からない」
は７％でした。
　サービス業　「影響がある」は51％（多大７％・
やや44％）と４業種で最も低く、「影響はない」は
24％、「分からない」は16％でした。

◇次号は「影響の具体的な内容」と
　　　　「従業員の過不足状況」を予定
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●今後の「事業展開についての構想」（％）

今後の事業展開
「本業での取引深耕」 60％
「本業での新商品・サービスの展開」 37％
「新規事業への参入（多角化）」 11％

業種別
４項目で“最も低い”建設業

「モノ不足」による企業活動の影響
多大な影響がある 24％
やや影響がある　 46％　計70％

影響はない     　  20％
分からない　　    8％



企業アンケート コロナ禍における「企業経営」 ②　 2022年3月調査
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　今年度は、明治10年代に各町村が長野県に提出
した町村誌に描かれた挿絵を紹介します。今回は
明治15年（1882）ころできた長野町誌の、善光寺境
内を描いた「善光寺境内之図」の一部です。
仁王門
　左に「二王門」があります。仁王門のことですが、
「二王門」という表記もあったのです。ここに描か
れている明治時代の仁王門は、現在の仁王門と違
って正面の唐破風（曲線の屋根）がありません。ま
た門の下には、大きな提灯が下がっています。こ
れは山門も同様です。
　善光寺の最初の仁王門は、本堂が再建された45
年後の宝暦２年（1752）に建立されました。山門が
建立された２年後のことです。しかしこの仁王門
は弘化４年（1847）の善光寺地震で焼失してしまい、
元治元年（1864）に再建されたのがここに描かれた

（２）仲見世周辺

仁王門なのです。
　しかしこの仁王門も明治24年（1891）の大火で焼
失し、大正７年（1918）にようやく再建されたのが
現在の仁王門です。
仲見世
　仁王門に続いて仲見世があります。ここは、現
在地に本堂が再建される以前に善光寺の本堂があ
った場所で、堂庭と呼ばれていましたが、明治７
年（1874）に元善町と改称しました。
　明治時代のこの絵には現在と変わらない仲見世
が描かれていますが、江戸時代の仲見世とは大き
く違っています。その１つは、建物が２階建てで
あることです。江戸時代は仮設の店舗しか許可さ
れていなかったので、仲見世の建物はすべて平屋
でした。
　もう１つは、江戸時代の仲見世は仮設店舗だっ

たので、背後が広く空いて
いて、そこに見世物小屋な
どが立ち並んでいたことで
す。したがって現在は「釈迦
堂通り」と呼ばれている仲見
世の東側に並行する通りも、
江戸時代にはきちんとした
道路ではなかったのです。
六地蔵
　山門の手前、左側（西側）
に、覆い屋の中に「六地蔵」
が描かれています。江戸時
代の六地蔵は現在と同じよ
うに東側にあったのですが、
明治時代になるとこのよう
に西側に移されました。前
号に書きましたが、大仏（濡
れ仏）は山門の北東に移動し
ました。大仏と六地蔵が現在地に配置されたのは、
明治27年（1894）のことです。
　ここに描かれた六地蔵は、宝暦９年（1759）に造
立されたものですが、残念ながら戦争によって昭
和17年（1942）に供出されてしまいました。現在の
六地蔵は、昭和29年（1954）に再興されたものです。
敷石
　仁王門と山門の間には、整然とした敷石が描か
れています。仁王門南側の敷石は、石の長さが不
ぞろいなので、東西の線がそろっていませんが、
北側はすべて同じ大きさの石を用いているので、
このように整然としているのです。石材は、郷路
山（新諏訪）の安山岩です。俗に7777枚の敷石があ
るといい、長野市の史跡に指定されています。
　本堂前の敷石は、本堂が落成した６年後の正徳
３年（1713）に腰村（西長野）西光寺の単求によって
寄進されました。ここに描かれた山門より南の敷
石を寄進したのは江戸の大竹屋平兵衛で、翌年ま
でに完成しています。平兵衛は伊勢の白子（三重
県鈴鹿市）の出身で、江戸に出て石屋を営んでい
ました。大竹屋平兵衛が善光寺の敷石を寄進した
事情については、伝説が語り伝えられています。
釈迦堂
　仲見世の中央から東に入ると、釈迦涅槃像をま
つる世尊院の「釈迦堂」があります。「世尊」とはお

釈迦様のことです。鎌倉時代に造られた等身大の
釈迦涅槃像で、国の重要文化財に指定されていま
す。越後の海から出現した仏像という伝説があり
ます。
　善光寺の御開帳中は、釈迦堂の前にも回向柱（供
養塔）が建てられます。善光寺が江戸等で出開帳
をした折も、この涅槃像は前立本尊とともに出張
しました。御開帳には欠くことのできない仏像な
のです。
院と坊
　この図では、釈迦堂のある通り（釈迦堂通り）に
は「院」の付く宿坊が11院並んでいます。仁王門の
南側の宿坊は、この図ではすべて「坊」が付いてい
ます。しかしよく見るとこの中には、現在は「坊」
ではなく、「院」となっている宿坊があります。
　現在の善光寺には天台宗の宿坊と浄土宗の宿坊
があって、天台宗は院（25院）、浄土宗は坊（14坊）
と決まっています。しかしかつては天台宗の中に
も、坊を名乗っている宿坊がありました。天台宗
の宿坊が院に統一されたのは、戦後になってから
のことです。

６月号は「大本願の周辺」の予定です。
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